
 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 生徒観 
本学年の生徒は，1年生７月の「労働体験学習」において，沼隈が誇る「ぶどう」について２日

間の農場での袋掛け体験を行った。労働の大変さを実感しながらも，手間暇かけて作り上げた「ぶ
どう」だからこそ沼隈の誇りの一つになっていることを，身を持って感じ取ることができている。
また，地元の造船関係等で多くの外国人労働者がいることや，かつて沼隈から約 450 名がパラグア
イへ移民したこと，それを支えた地元の造船・海運業のことを学び，国際化社会について身近に感
じることもできるようになってきた。 
２年生８月の「チャレンジウイークふくやま」（職場体験）では，社会で通用する礼儀・マナー

を身に付ける必要性，時と場に応じて考え・判断し・行動して，その結果に責任を持つことの重要
性，働くことの大変さやその意義深さなどを実感してきている。勤労観・職業観を自ら形成してい
くために，自己理解に努め，今後の自分の将来設計やふるさと福山・沼隈とのつながりを見据えて
自らのキャリア発達へ前向きな意欲を見せ始めている。 
２年生の２学期末から３学期初めにかけて，本校生徒は大きな転換期となる。部活動の中心はす

でに２年生へ移行されており，生徒会役員も 11月選挙を経て１月に２年生中心の生徒会活動体制
となる。学校のリーダー及び校区のリーダーとしての自覚を高め，自らの姿が模範となることを目
指し始めている。日常の学校生活，生徒会活動，体育祭や文化祭等の行事などでリーダー学年の３
年生の姿を見て，憧れを持ち続けてきており，自分たちが引継ぎ，さらに素晴らしいものへと向上
させていきたいと大きな意欲を持っている。 
「基礎・基本」定着状況調査の「生徒質問紙」より，肯定的回答の割合を見ると，「学校へ行く

のは楽しい」（95.6％）をはじめ，ほとんどの項目で県平均以上となっている。前年度比較でもほ
とんどの項目が伸びている。しかし，課題発見・解決学習に関する項目については，70％以下のも
のが多いことは課題である。 
「課題の設定」に関する項目は，83.8％，88.2％であり，昨年度から大きく向上している。「課

題発見・解決学習」の第一段階を教職員が意識しようとしてきたことと生徒が本校の資質・能力の
中心の「主体性」を意識して授業に臨むようになってきた成果として捉える。 
一方，「情報の収集」（42.7％，57.4％），「整理・分析」（54.4％，73.5％），「まとめ，創

造・表現」（61.8％，69.1％）で，昨年度との比較で大きく向上しているものの，まだまだ課題で
ある。本校の資質・能力の「思考力・判断力・表現力」，「深める力」に結びつくこれらの項目に
ついて，本単元で重要視していきたい。 
「実行」（72.1％），「振り返り」（79.4％，69.2％）においては，県平均と比較すると肯定的

回答がかなり高い。 

広島県 「基礎・基本」定着状況調査 「生徒質問紙」より  肯定的回答の割合 
H28 

県平均 

H28 

本校 

H29 

県平均 

H29 

本校 

全般 学校へ行くのは楽しいです。  87.2 92.8 87.2 95.6 
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題
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・
解
決
学
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課題の 

設定 

授業では，解決しようとする課題について，「なぜだろう？」「やってみたい」と思います。 65.5 76.8 68.4 83.8 

授業では，解決しようとする課題について，「多分こうではないか」「こうすればできるのではないか」と予想しています。 71.8 78.3 74.3 88.2 

情報の 

収集 

授業では，課題を解決するために，進んで，資料を集めたり，取材をしたりしています。 38.3 30.4 39.9 42.7 

授業では，課題を解決するための情報を集める前に，どのような方法だと必要な情報を集めることができるのかを考えています。 46.4 33.3 48.0 57.4 

整理 

分析 

授業では，調べたこと等を，図，グラフ，表などにまとめています。 49.1 43.5 53.1 54.4 

授業では，情報を比べたり（比較），仲間わけしたり（分類），関係を見付けたり（関係付け）して，何が分かるのかを考えています。 63.2 52.1 66.0 73.5 

まとめ 

創造・表現 

授業では，自分の考えを積極的に伝えています。 56.3 44.9 58.2 61.8 

授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かりやすく伝わるように工夫しています。 56.6 49.2 59.4 69.1 

単元について 
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本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

つながる知識  思考力・判断力・表現力  主体性  深める力  共感力 

「首都東京と福山・沼隈，そして自分と対

話しよう～気づく つなぐ 広げる～」 



実行 授業では，考えたり提案したりしたことについて，実際に取り組んでいます。 63.3 62.3 66.2 72.1 

振り 

返り 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか」「学習の方法で上手くいったことや失敗したこと等の理由」を考えています。  63.0 66.6 66.1 79.4 

学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」「もっと調べてみたいこと」「もっと工夫してみたいこと」等を考えています。 55.4 56.5 59.0 69.2 

その他 

普段の生活や学習の中で，これまでに学習した内容や学習のすすめ方を使っています。 71.3 57.9 72.4 79.4 

授業では，友だちと話し合う等して，自分の考えを深めたり，広げたりしています。 74.5 72.4 77.5 80.9 

授業では，実際にものを使ってやってみたり，地域や自然の中で学習したり等の体験活動をしています。 54.2 47.8 56.3 66.2 

総合 「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表する等の学習活動に取り組んでいます。 64.5 73.9 67.5 79.5 
 

       …70％以下の肯定的回答                                 …県平均以上 

 

○ 単元観 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本単元は，平成 29 年３月に公示された新学習指導要領の総合的な学習の時間の目標に示された

内容を意識して次のような「ねらい」を持って，単元目標を設定した。 
（１） 学習対象を自己・自校・地域から日本・世界・将来を加え，より広い視野へ切り替えを

図り，本校設定の資質・能力を育成する。 

（２） 福山・沼隈と首都東京を比較し，分類，関連づけながら，ふるさと福山・沼隈の魅力の

再発見と課題の見いだしを行い，探究的な学習を展開する。  

（３） 日本及び国際社会の中で持続可能な発展を見据えた社会への参画意識へとつなげていけ

る態度を養う。 

（１）については，小学校段階での地域と密接に結び付いた体験学習，探究的な学習を踏まえ， 
１年生時の「ぶどう体験」や２年生時の「職場体験」を中心とした事前の調べ学習，事後の振り返
りとまとめ及びその発信などを通じて身に付けた知識及び技能，探究的な学習のよさの実感を発展
させる。そのために，より広い視野への切り替えを図り，今後の自己の生き方をより深く考えてい
くために本校が設定した資質・能力をレベル２へ，さらには，レベル３へと高める。 
（２）については，修学旅行を探究的な学習の過程に位置付け，修学旅行を情報収集の場とし， 
さらなる課題設定の場とする。また，行先である「日本の首都・東京」と今まで学んできた「福山・
沼隈」とを比較し，分類し，関連付ける等の思考するための技法を活用する。改めてふるさと沼隈
のよさを実感するとともに課題点を見いだす。日本全体や国際社会にも視野を広げる等して，自ら
問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現できるようにす
る。 
（３）については，入学当初の SAF（良好な人間関係づくりを促進するプログラム）体験，体育 
祭や文化祭等の行事を通じた学び，日常の授業等を通じて仲間と協働し主体的に活動することのよ
さ，素晴らしさを実感し，互いの違いを認め合いながら所属する集団への積極的な参画意識を高め
てきた。ここまで意識させてきたことは，所属する集団は，校内及び地域で捉えたものである。そ
れを発展させ，日本及び国際社会のなかで持続可能な発展を見据えた参画意識へとつなげていける
態度を養う。 
上記（１）～（３）の「ねらい」を達成していくために，各グループで「テーマ」を決めさせ， 

【総合的な学習の時間の目標】（新） 

探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を

解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わ

る概念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。 

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し

て，まとめ・表現することができるようにする。 

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的

に社会に参画しようとする態度を養う。 
（平成 29 年３月文部科学省公示 中学校学習指導要領 第４章総合的な学習の時間 より） 

【総合的な学習の時間の目標】（現行） 

 横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主

体的に判断し，よりよく問題解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を

身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き

方を考えることができるようにする。 



この単元の学習を進めていく。福山・沼隈と首都東京を各グループが設定した視点に沿って，「問
い」を見いだし，情報収集・整理・分析及び現地での体験等を通じて探究的に学びを深めていき，
今後の社会参画にからめた「課題の見いだし」を行う。見いだした課題に対する自分の思いやグル
ープで協議した内容をまとめ交流する。さらには，東京と福山・沼隈を比較することで，これから
の沼隈にどのようにつなげていくのか考えさせたい。例えば，東京と沼隈の環境を比較し，環境の
違いから人々の生活の違いを見い出し，今後のふるさと沼隈の暮らしや発展につなげていくことを
考えさせたい。また，今後の中学校生活，地域の一員としての在り方，自己の生き方へつなげて考
えさせる単元としていく。 
 単元全体を貫く「課題発見・解決学習」としては，「課題の発見・課題の見いだし」を重要視 
する。内容の性質上，課題として見いだす内容には，社会的な課題が多く出る事が予想され，生徒
の力で解決していくことは極めて困難である。課題を見いだすことの大切さとその解決に向けて自
らの生き方と結びつけて考えることの重要性を実感させることを目指していきたい。まとめ・表現
した成果物については，校内の発信のみにとどまらず，内容によって沼隈や福山市全体等へ発信す
ることを考えさせたい。 
 本校の設定する資質・能力の中では，「地域・社会さらには自己の将来へ結びつく【つながる 
知識】」と「自ら課題を発見してよりよく解決しようとすること，とともに，時と場を踏まえ目的
に応じて判断し行動する【主体性】」を重点とする。グループ活動の中で【共感力】を活かし，【思
考力・判断力・表現力】【深める力】とはクリティカル・シンキングをキーワードとしてつなげて
いきたい。 
 
○指導観 
指導にあたっては， 各グループで修学旅行実施に向けたテーマを設定させる。その視点として

は，「大好き！福山～ふるさと学習～」の「Ⅰ 自然・環境」「Ⅱ 産業」「Ⅲ 歴史・伝統文化」
「Ⅳ 先人」「Ⅴ 今・未来」「Ⅵ 自分の将来」を総合的に意識させる。その中から，さらに絞
った視点を３点程度持たせて，探究的な学習を行わせていきたい。生徒にとって視点を焦点化する
には，どのように絞るべきかが分かりにくいことが予想される。そこで，この単元の導入時の課題
設定に当たって次のような例のものが挙がってくるよう指導していきたい。 
【例１】「Ⅰ 自然・環境」の視点から，環境汚染及び環境美化の取組として「隅田川と山南川

は，どちらがきれい？」等の問いを自ら設定し，仮説を立て，情報を収集・整理・分析
し仮説の見直しを行い，修学旅行で実際に目にすること等で確認し，まとめ・表現して
いくことで地域へ発信したり，自分の今後の生き方について考えていったりすることへ
とつなげていく。 

【例２】「Ⅴ 今・未来」の視点から，「暮らしやすさ」をテーマに福山・沼隈と東京を比較す
る。「交通の利便性では，圧倒的に東京という既成概念を覆すことはできないか？」等
の問いを設定し，公共交通機関の発達と交通混雑度，学校や病院などの公共施設・福祉
施設・商業施設等へのアクセス，通勤時間など，さらには自然環境等とも絡めて良さと
課題点を探究的な学習と現地学習を通じて発見，整理し，沼隈に取り入れるべき東京の
よさや東京に取り入れるべき沼隈のよさをまとめ・表現していく。 

【例３】「Ⅲ 歴史・伝統文化」及び「Ⅳ 先人」から，平家物語等とつながる「千年藤」のあ
る沼隈の歴史と比較すると日本の歴史に登場するのが新しい「江戸・東京」であること
について詳しく情報収集・整理・分析するとともに「福山・沼隈と東京は，歴史上どの
ように関連してきたのか？ほとんど関係していないのか？」の問いを持つ。福山藩主阿
部正弘の筆頭老中以外にはどのような人物が絡んでいるか？沼隈の先人山本瀧之助の
「一日一善」等が東京にも影響しているか？等について探究的に調べ，現地確認をした
のち，まとめ・表現していく。 

 
各グループは，テーマを設定し視点を絞っていき，その中に「問い」を明確にさせる。それに対

する第１段階の仮説を立てさせる。仮説検証のための情報収集・整理・分析を行い第２仮説へと進
歩させる。このことを修学旅行まで繰り返し，最終仮説を持って修学旅行当日を迎えさせ，現地学
習で確認させていきたい。生徒には，例を参考にしながらも，自由に視点を設定させ，各グループ
が異なるテーマ，異なる視点でより多くの問い，課題発見，気づきがあるように仕組んでいきたい。
まとめの交流等によって互いの気づきをつながって捉えることができ，広がりを持たせていけるよ
うにしていきたい。また，「つながる知識」のレベル３「身に付けた知識を地域・社会と結び付け，
さらには自分の将来へいかに生かすべきか捉えている」の視点で，今後の自己の生き方に結び付け
て決意表明を単元の最終段階でさせていきたい。 
 



 
 
（１） 学習対象を自己・自校・地域から日本・世界・将来を加え，より広い視野へ切り替えを図り， 

本校設定の資質・能力を育成する。 

（２） 福山・沼隈と首都東京を比較し，分類，関連づけながら，良さの発見と課題の見いだしを行 

い，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現できるようにする。  

（３）日本及び国際社会の中で持続可能な発展を見据えた参画意識へとつなげていける態度を養う。 
 
 
 

本校の育てようとする資質・能力の内容 
単元として育てたい資質・能力 

を身につけた子どもの姿 

知

識 

つながる

知識 
知 

「既習事項」とのつながりのある知識 

「他教科・領域」とのつながりのある知識 

「地域・社会」「将来への活用」とのつながりのある知識 

①既習事項の福山・沼隈に関する知識と首都東京に
関する情報を比較し，関連付けて，使える知識と
して整理して身に付けている。 

②新しく得た情報を自らの生き方に結び付けて，自

己の将来に活用できる見通しを持って知識を身に

付けている。 

ス

キ

ル 

思 考 力 

判 断 力 

表 現 力 

表 

課題を正しく受け止め，目的に応じて考え，根拠を基に判断する力 ①比較・分類・関連付けの思考のための技法を使い，
情報収集・整理・分析できる。 

②見いだした課題について熟考し，根拠を明確にし
て判断できる。 

③自分が導き出した考えを，クリティカルに吟味し，

相手に分かりやすく表現できる。 

思考・判断に至った過程を振り返り，クリティカルに考える力 

自分の考えを相手に納得できるよう，分かりやすく表現する力 

意

欲 

・ 

態

度 

主体性 主 
自ら課題を発見し，よりよく解決しようとする 

時と場を踏まえ，目的に応じて自ら判断し，行動しようとする 

①自ら課題を発見し，見通しを持って主体的に行動
し，その結果に自信を持つことができる。 

②地域・日本・国際社会の一員としての自覚を持ち，

持続可能な発展を見据えた参画意識を持って，課

題解決に向けて取り組むことができる。 

価

値

観 

・

倫

理

観 

深める力 深 

「佇む」（たたずむ）こと，「はっと気づく」こと  

①他者意見等により自分の考えを見直し，修正し，見
通しを持って，新たな価値の発見・創造に向かうこ
とができる。 

②思いやり・優しさ・助け合いの心を持って，自ら

グループ活動・学級活動に参画し，協働し，高ま

り合うことができる。 

広い視野と細かな配慮を持って物事を捉える力 

表面に見えていないものを感じ取り，深く思考を働かせる力  

創造的な思考を働かせ，新たな価値を発見・創造しようとする力  

共感力 共 

こだまし，うなずくこと 

他者意見を真摯に聴き，受け止め，相手目線で考える 

関わり合いの中で，「思いやり・優しさ・助け合いの心」を持って行動する 

仲間と協働し，ともに高まろうとする 

 

 

 

パフォーマンス課題 評価基準 

【グループ課題】 

福山・沼隈と首都東京とどのような「テーマ」

「視点」で対話してきたか，その設定理由も明ら

かにし，その中で見いだした「問い」に対する「解

答仮説」を導き出した根拠を明確にしてグループ

のまとめを作成する。 

クリティカルな吟味，検証を経て，仮説が覆さ

れた部分があれば，その理由も加えて紹介する。 

さらには，下記の発信相手の中から最もふさわ

しいと考えられる相手に対して，今後に向けての

提言を盛り込んだ発信をしよう。 

発信相手 ①校内 ②沼隈 ③福山 

     ④日本 ⑤世界 ⑥未来 

 

【個人課題】 

福山・沼隈と首都東京との対話学習を通じて，

持続可能な社会の発展に参画する意識を持って，

今後の自分の生き方について決意表明をしよう。 

Ａ 

◎見いだした課題の解決に向けて，主体的に行動

し，他者との対話等によってクリティカルに思

考し，より良い今後の方向性の見いだし・創造

へと向かおうとしている。 

◎集めた情報を整理・分析し，新たに得た知識等

を地元に活かすことや今後の日本・国際社会に

活かすこと，さらには自らの将来へ活用する展

望を持っている。 

Ｂ 

〇既習事項の福山・沼隈及び教科等で身に付けた

知識・スキルと関連づけ，活用して知識を身に

付けている。 

〇福山・沼隈と首都東京を比較・分類・関連付け

する中で課題を自ら見いだし，解決に向けて仲

間と協働して活動しようとしている。 

Ｃ 
△集めた情報を整理し，まとめている。 

△今後に向けて情報発信，今後の自分の決意表明

をしているが，その根拠が不明確である。 

単元 の目標  

単元 の終末におけるパフォーマンス評価  

単元として育てたい資質・能力における評価規準  



【グループによる発信（例）】               

[発信のための原稿（例）]                  [壁新聞（例）] 
発信先 [      ]の皆さんへ 福山市立千年中学校 ２年〇組〇班 

テーマ 「沼隈と東京の環境」 調べてみたこと 

視点① 水質 場所別水質 年代別水質 実際に観察 

視点② 緑・空気 緑化地域割合 場所別空気汚染度 年代別空気汚染度 

視点③ 暮らしやすさ 交通網の発達 通勤・通学時間 お店，福祉等 

問い① 「山南川と隅田川どっちがきれい？」 
実際に調べていく中で 

「予想仮説」～「第□仮説」まで

の変遷について，その根拠を

明確にして，書き表す。 

修学旅行に実際行く前の「最

終仮説」を明らかにする。 

問い② 「沼隈の方が東京２３区より緑が多い？」 

問い③ 「交通の便利が良いのは本当に東京？」 

「最終仮説」に至った根拠となるデータ等を表やグラフなどを使って示す。 

現地調査での気づき 
修学旅行で実際に観たり，体験したり，調査したりした「気づき」 

新たな疑問やつながりのある別の視点での「気づき」等 

提言① 持続可能な社会を築いていくために 

自分達の将来に結び付けての思い 等 提言② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シ
ジ
ミ
の
取
れ
る 

山
南
川
を
取
り
戻
そ
う 

   

 
…………

…………

………… 

………… 

………… 

 

       

隅田川と山南川，どっちが

きれいだと思いますか？ 

 

…………

…………

………… 

………… 

………… 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 
… …

… 

…
」 

昔はどちらの川も 

シジミが取れた！ 

千代田区の方が沼隈より緑化が進んでいる？ 

山が多い沼隈………………… 

人々が憩いの場として使えるのは 

……………… 

ビルばかり多くある東京のイ

メージだけれど，以外にも…

…… 

交通の便利さは圧倒的に東京が便利！？ 

交通網の発達は確かに東京がすごい！！ 

千代田区の昼の人口と夜の人口は………… 

混雑の電車で平均〇〇時間かけて通勤…… 

…………意外と，沼隈・福山は便利……でも，…

… 

提言 

私の決意表明（将来に向けて） 

「沼隈・福山と首都東京，そして自分と対話して気づいたことから」 

 



 
 

時 学習

過程 
学習内容 

評     価 

知
識 

ス
キ
ル 

意
欲
・
態
度 

価
値
観
・
倫
理
観 

◆単元として育てたい資
質・能力における評価
規準 
  【資質・能力】 

 
各教科等との関連 

１ 

課
題
設
定 

 
 
◇グループの「テーマ」を決定 
 視点を３点に絞る。 
・例を参考にする。 
・テーマと視点を決める順序はど

ちらが先でもよい。 
・各グループのテーマができるだ

け重ならないよう配慮する。 
◇テーマ又は視点に沿って「問
い」を設定する。 

・「問い」に対する第一次「仮説」
を立てる。 

 
 
 
 
 
 

  〇  

 
 
 
［意欲・態度―①］ 
課題発見…「問い」の見いだし 

見通し…「問い」に対する「仮説」の設

定 

主体的…興味・関心を持って自ら進

んでグループ活動に参画 

結果に自信…仮説に根拠を持つ 

（行動観察，ワークシート） 

・社会（地理） 

「身近な地域の調査」(2 年) 

・理科 

「人間と環境」(3 年) 

「科学技術の利用と環境保全」

(3 年) 

・家庭科 

「調理と食文化」(1 年) 

 

２ 
 

３ 
 

４ 
 

５ 
 

６ 
（本時） 

情
報
の
収
集
→
整
理
・
分
析
→
課
題
の
再
編
→
情
報
の
収
集
→
整
理
・
分
析
→
新
た
な
課
題 

↑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

◇「仮説」を検証するための根拠
となる情報を収集し，整理・分
析する。 

①インターネットや資料等から
「テーマ」「視点」に関する情
報を収集する。 

・東京と福山・沼隈の両方の情報
を収集する。 

②集めた情報をグラフや表など
を使って整理・分析する。 

・比較，分類，違いの見いだし等
の思考技法を使う。 

・立てた第一次「仮説」の検証 
③「仮説」の検証により，修正が
必要な場合は，根拠を明確にし
て第二次「仮説」を立て，より
詳しく調べることや違う視点
から検証してみることをグル
ープで検討する。 

④第二次「仮説」の検証のために，
新たな情報を収集する。 

⑤新たに集めた情報の整理・分析
を行い，第二次「仮説」の検証
を行う。 

※①～⑤の流れを繰り返しなが
ら，より深く学ぶ探究的な学び
を推進していく。 

※第□次「仮説」と進むほど，よ
り深く学べることとなり，それ
が探究的な学びのよさである
ことを実感させる。 

※①～⑤の流れの中で，設定した
「視点」をより焦点化する視点
への変更や，関連する別の視点
で新たに情報収集，整理・分析
のルーティンに入っていくこ
とも推奨する。 

※場合によっては「テーマ」等の

変更も有り得る。 

◇インターネット，資料等では検
証しきれないことや深めて得
た「最終仮説」の検証のために，
修学旅行２日目の自主研修の
行動計画を立てる。 

・行動計画に「視点」と「仮説」
を入れ，どのように検証するか
を明確に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 
 
 
 
 
［スキル―①］ 
［スキル―②］ 
［スキル―③］ 
表現…表やグラフ等で分かりやす

く整理・分析している。 

（行動観察，ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［価値観・倫理観―①］ 
［価値観・倫理観―②］ 

（行動観察） 
 
 
 
［価値観・倫理観―①］ 
［価値観・倫理観―②］ 
（行動観察） 
 
 
 
 
［知識―①］ 
（行動観察，ワークシート） 
 

 

 

 

 

・社会（地理） 

「身近な地域の調査」(2 年) 

・理科 

「人間と環境」(3 年) 

「科学技術の利用と環境保全」

(3 年) 

・数学 

「資料の活用」(1 年) 

「一次関数」(2 年) 

・家庭科 

「調理と食文化」(1 年) 

 

 

指導 と評価の計画  

首都東京と対話する「話題」を決めよう。 

福山・沼隈と首都東京を比較するための情報を集め，整

理・分析し，「仮説」が正しいかどうか確かめよう。 

自ら取り組みたい「テーマ」「視点」に沿った「問い」を見いだす。自ら［課題発見］することに

よって，この単元の学びに主体的に取り組もうとする意欲を高める。 

明確な根拠を得るためにどのような情報が必要か考えさ

せ，インターネットや資料等を使って情報収集する。それ

を整理・分析していく際には，比較・分類・違いの見いだ

しの思考技法を用いるとともに，アウトプットする際に相

手に分かりやすく説明できるように表やグラフ等にまとめ

ることによってデータの活用力育成も図る。「最終仮説」

がより真実に近い「根拠が明確な説明」となることを目指

させる。 

第一次「仮説」は，根拠不明確な「予想」である。「本当にそう

なのか？」「ちょっと待て…」とクリティカル・シンキングを繰り

返し，より深く根拠を求めていく探究的な学びへと導く。 

情報分析している段階で，他の関連する事項への探究心が湧いてくるように補助発問等を

工夫する。一つの視点から関連視点へとつながり，物事を多面的・多角的に捉える事が今

後の将来へ向けて新しい価値の創造にもつながることを実感させる。 



 

 

時 
学習

過程 
学習内容 

評     価 

知
識 

ス
キ
ル 

意
欲
・
態
度 

価
値
観
・
倫
理
観 

◆単元として育てたい資
質・能力における評価規
準 
  【資質・能力】 

 

７ 

整
理
・
分
析 

◇「最終仮説」の検証を東京での実
際を目にしたことを通じて，整
理・分析する。 

・「最終仮説」までの流れの整理と
ともに，仮説の変遷の理由をそれ
ぞれの時点の根拠を明確にする。 

・実際に目にしたこと，体験したこ
とを通じて「最終仮説」が覆った
部分があれば，その根拠を明らか
にして整理する。 

・東京の現地学習以降，沼隈の地で
生活して，改めて気づいたこと等
を整理する。 

・これらのことをグループ内で協議
するとともに，他のグループが探
究していた内容ともつなげて分
析度を深める。 

◇テーマ，視点を整理し直し，まと
めをどのようにしていくか検
討・協議し，決定する。 

・まとめの発信相手を意識してまと
めのレイアウトや結論とそこに
至った経緯と根拠をどのように
すれば分かりやすく，印象深くな
るか考え，検討する。 

  

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 
 
 
［スキル―③］  
（ワークシート，表現内容） 
 
 
 
 
 
 
［価値観・倫理観―②］ 

（行動観察） 
 

 

 

・社会（公民） 

「よりよい社会を目指して」

(3 年) 

理科 

「科学技術の利用と環境保

全」(3 年) 

・数学 

「資料の活用」(1 年) 

・家庭科 

「環境に配慮した消費」(2年) 

 

８ 

ま
と
め
・ 

創
造
・
表
現 

◇「まとめ」を前時の計画に従って，
模造紙に表現していく。 

・班のテーマ，視点，問い，仮説の
変遷経過とその根拠，現地学習で
の気づきを盛り込む。 

・次時に学年内で発表交流会をする
が，あくまで自分のグループの発
信相手を意識したものとして仕
上げていく。 

・HP 等での発信を意識して，電子
データで作成してもよい。 

◇発信相手に対する提言を明らか
にして「まとめ」に入れる。 

・自分たちの将来を意識した視点，
自分も持続可能な発展のための
一員である意識を持った提言が
望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

［意欲・態度―②］ 

（行動観察，ワークシート） 

（模造紙表現内容） 

 

 

 

９ 
実
行 

【グ
ル
ー
プ
・パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

】 

◇各グループが作成した「まとめ」
を学年全体又は学級内で交流。 

・発信相手，テーマ，視点，問い，
仮説の変遷とその根拠，現地学習
の気づきは明確に説明する。 

・提言内容を紹介し，なぜこのよう
な提言にしたのか説明する。 

・他のグループの発表を聞き，自分
たちのグループとの関連を考え，
「メッセージカード」に気づきを
記入し，その班に渡す。 

 

  〇 
 
［価値観・倫理観―①］ 
（行動観察，ワークシート） 
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振
り
返
り
・
将
来
へ
ア
ク
セ
ス 

【
個
人
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

】 

◇前時の交流会で得た「メッセージ
カード」や自ら他のグループの発
表を聴いて気づいたこと等から，
グループで「まとめ」の修正すべ
き点について協議，必要に応じて
修正する。 

・仕上がった「まとめ」は，発信相
手に応じた発信を今後，実際に行
っていく。そのための効果的な方
法も検討する。 

◇福山・沼隈と首都東京との対話学

習を通じて，持続可能な社会の発

展に参画する意識を持って，今後

の自分の生き方について決意表明

をする。 

 

 

〇 

   

 
 
 

［知識―②］ 

（行動観察，ワークシート） 

（決意表明文） 

 

 

 

「最終仮説」を「根拠が明確な分かりやすい説明」へ変えよう。 

学年内で発信練習をするとともに他のグループのプレゼンを受け止めて自分たち

の考え方とつなげ，さらに探究内容を深め，広げよう。 

「根拠が明確な分かりやすい説明」の発信相手を決め，提言を入れよう。 

学んだことを活かし，「今後の自分の生き方」について決意表明しよう。 

今まで対話してきた相手を振り返らせる。仲間，東京，沼隈・福山，先生，出会った人たち…

…と様々に出させ，「深く考えるときの対話は誰と？」と「自分との対話」に気づかせ，変化

の激しい社会にたくましく生きる「自分の将来との対話」として決意表明させる。 

相手意識があること，根拠が分かりやすく明確であること

が説得力のあるものであること，まとめのレイアウトは見

る人にインパクトのあるものにすること…等の今までの学

びで得た「つながった知識」をアウトプットして「使える知

識」に変える。 

気づいた良さや課題，発見又は創造した新しい価値について，アウトプット対象となる発信

相手を考えさせることによって，この学びを通じて自分の視野が広がってきたことを実感させ

る。課題解決に至らずとも提言により，将来展望へとつなげていく。 

プレゼン経験をさせ，他のプレゼンを聴くことにより自分の視野をさらに広げることができる

ことを実感させる。 

１２月７日（水）～９日（土）の修学旅行において，現地での学びを経る。 



 

第 1 学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラムマップとの関連  

情報収集したことを整理・分析

する際に，グラフや相対度数な

どが活用できる。 

「地域の食材を生かした調理」

において，福山と東京が比較で

きる。 



第 2 学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テーマを決めて調査計

画を立てる」という学習内

容につながる。 

情報収集したことを整理・分析

する際に，グラフや表などが活

用できる。 

「持続可能な社会を目指

す」という学習内容につな

がる。 



第 3 学年 

 

 

 

 

 
「探究を社会参画につなげる」

という学習内容につながる。 

「持続可能な社会をつくるた

めに私たちができること」とい

う学習内容につながる。 

 

「身近な自然環境の調査」とい

う学習内容につながる。 



 

 

（１）本時の目標 

   首都東京と福山・沼隈の情報を集め，比較し，分類，関連づけて，整理・分析し，良さの発 

見と課題の見いだしを行う。 

（２） 準備物 

   ワークシート，自主研修計画表，「大好き！福山～ふるさと学習～」（下巻），東京自主研修ガ 

イド，東京マップ，各グループで準備した資料（図書資料等），パソコン 

（３） 学習展開（６限目/１０） 

 学 習 活 動 
指導上の留意点（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て）  
評価規準〔観点〕 

(評価方法) 

導
入
（
５
分
） 

 

〇自分たちのグループが調べた内容

と本時で調べようとしている内容

の確認をする。 

 

 

 

◇自分たちのグループが今まで調べた内容とこれか

ら調べようと思う内容を再度確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
（
４
０
分
） 

【意見交流】 

〇自分たちのグループが調べた内容

と他のグループが調べた内容との

交流を行う。 

 

〇他のグループで得た情報や，視点

を自分たちのグループで交流する。 

 

 

〇現段階の「仮説」をさらに深めるた

めにどのような情報を集めるべき

か，また，どのような視点を加えた

らよいか検討・協議する。 
 ・場所，過去・現在・未来，別の視点等 

 

 

 
 

 

 

 

[情報の収集・整理・分析] 

①インターネットや資料等から情報を

収集する。 
 

 

②集めた情報を整理・分析する。 

・立てた第一次「仮説」の検証を行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分たちのグループが今まで調べた内容と，これ

から調べようと思う内容を他のグループに伝え

る。他のグループからも同様のことを聞き，本時

の探究をレベルアップするためのヒントを得る。 

 

 

 

 

◇「問い」に対する答えの「仮説」について，根拠

を明確にして相手に納得させられるレベルを目指

すことを意識させる。 

◇「別の視点等から「仮説」を検証してみると，新

たな気づき，新たな価値の発見につながる可能性

があり，自分たちでクリエーティブ・イノベーシ

ョン（新たな価値の創造）を成し遂げられるかも

知れない。」と促し，意欲を高める。 

 

 

 

 

 

◇東京と沼隈の両方の情報を収集させる。 

 

◆グループ内で調べる作業をする者がごく一部にな

らないように机間指導し，一緒に調べて自分の考

えを持てるように促すことや，別の資料で同時に

調べること等を促す。 

 

◇比較，分類，違いの見いだしの思考技法を使わせ

てグループ内で思考を深めさせ，現段階の「仮説」

の整合性を検討させる。 

 この際に，グループ内が活発な議論から，各自黙

って「うーん」とうなる瞬間があることが望まし

い。     【自分との対話】 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔価値観・倫理観―①〕 

他者意見等により自
分の考えを見直し，
修正し，見通しを持
って，新たな価値の
発見・創造に向かう
ことができる。 
（行動観察，ワークシート） 

本時 の学習  

【ねらい】他のグループの視点を参考にし，自分たちの「仮説」をよりレベルアップさせよう。 

情報の収集 整理・分析 



 

 

[グループ協議] 

〇グループによっては，自主行動計画

を新たに立てたり，見直したりする。 

・「最終仮説」にたどり着いたグルー

プは，修学旅行の自主研修で，現地

で調べることを考える。 

【意見交流】 

〇全体で各グループの本時の授業前

と授業後での変化を伝え合う 

 

 

 

 

◇インターネット，資料等では検証しきれないこと

や深めて得た「最終仮説」の検証のために，修学

旅行２日目の自主研修の行動計画を立てる必要が

あることを指導する。 

【実際にどのように実行できるかの対話】 

 

 

振
り
返
り
（
５
分
） 

〇グループ協議で今後の見通しにつ

いて確認する。 

 

 

 

 

 

◇「仮説」の検証を繰り返し，深めていったこの活

動が「探究的な学習」であり，深い学びにつなが

ってきていることを肯定的評価する。 

◇修学旅行で実際にどのような場所を訪れ，どのよ

うなものを観て，体験して，調査したらよいのか

等について検討していくことの必要性を伝える。 

 

【振り返り】 

他のグループの情報や視点を聞くことで，別の視点から「情報の収集」することで，新たな気づ

きや新たな発見をすることができ，「仮説」をレベルアップすることができた。 


